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Ⅰ 事業の概要（地域の実情含む） 

  本校は、宮古市の北部に位置し、知的障がい、肢

体不自由を対象とした特別支援学校である。小学部、

中学部、高等部の３学部が設置されており、医療的

ケア対象の児童生徒も在籍している。また、６割の

児童生徒がスクールバスを利用して登下校してお

り、その中には岩泉町や山田町からスクールバス停

留所がある宮古駅まで交通公共機関を利用して通

学している生徒もいる。 

  本校では、隣接する岩手県沿岸知的障害児施設組

合はまゆり学園、知的障害者入所更生施設わかたけ

学園と三施設相互協力協定を結び、災害時の対処に

ついて物的・人的資源の共有、合同避難訓練を行っ

ている。 

  本事業の実践を通して、児童生徒の実態や発達の

状況に応じて防災教育・復興教育に関わる学習活動

に取り組み、生命の大切さ、心身の健康や地域づく

り、防災や安全についての意識の向上と主体的に行

動する態度の育成を図ることを目的として、以下の

項目を目標として設定した。 

 (1) 自然の恵みや美しさに感動する心と畏敬の念

をもち、つらく厳しい状況にあっても希望をもっ

て生きることの大切さを実感し、周囲の環境を理

解しながら自分自身で心身の健康を維持しよう

とする児童生徒を育てる。【いきる】 

 (2) 地域行事への参加、近隣の学校との交流や宮古

の特色を活かした作業製品の製作、地域での販売

活動等に積極的に関わることで人々とのつなが

りや絆を感じ、互いに支え合う仲間の大切さや地

域の方々への感謝の気持ちを実感できるよう活

動計画を立てる。また、地域の伝統行事、郷土芸

能に意欲的に取り組むことで自己肯定感を育む

とともに主体的に地域づくりに関わる態度を育

てる。【かかわる】 

  (3) 年間を通して、防災頭巾の携行や地震、火事等

を想定した避難訓練、安心・安全な街づくりや危

機回避について学ぶ校外学習等に取り組み、今後

起こりうる様々な災害や事故等の非常事態に対

応できる力を育てる。特にも本校は山間地に立地

しており、学校周辺の通学路には土砂災害の危険 

箇所が多数存在する。大雨・大雪等による土砂災 

 

害発生時は、通学路が寸断される危険性もあるため、 

引き渡し訓練や学校が孤立した場面を想定した訓

練を実施することにより、非常時の対応を学び、知 

識、技能の向上を図る。【そなえる】 

 

Ⅱ 取組の概要 

１ 全校での取り組み 

(1) 避難訓練（年３回） 

   ア ねらい 

地震や火災等を想定し、避難経路を通り安全

に避難することができる。 

   イ  内容 

   １回目：地震・避難経路の確認 

   ２回目：地震・三施設合同・煙体験 

 

   

   

 

 

 

   ３回目：火災・予告なし 

       ２月１２日（水）実施 

 

(2) 防災体験学習 

   ア ねらい 

     全校で防災学習に取り組み、様々な体験を通 

して仲間との協力や非常時に対応できる力を

身に付ける。 

     イ 内容 

       (ｱ) マジックライスや缶詰等の非常食を食べ 

る経験をする。 

    (ｲ) バケツリレーや非常食準備などを通し、 

仲間と協力したり、助け合ったりすること 

の大切さに気付く。 

 

 

 

 

 

  

 

「いわての復興教育推進事業（いわての復興教育スクール〈沿岸〉）」成果報告書 

 学校名：岩手県立宮古恵風支援学校 
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